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第
五
節
コ
レ
ラ
の
大
流
行
と
教
育
令
の
発
布
　
明
治
十
年
以
来
、
コ
レ
ラ
の
流
行
が
毎
年
起
っ
て
い
た
わ
が
国
で
は
、
明
治
十
二
年
に
爆
発
的
に
大
流
行
を
み
る
に
至
っ
た
。
姑
息
的
に
伝
染
経
路
を
遮
断
し
た
り
、
施
設
の
整
備
に
努
め
て
い
た
け
れ
ど
も
、
仲
々
鎮
め
る
こ
と
が
奪
き
な
か
っ
た
。
先
に
も
触
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
明
治
十
二
年
六
月
二
十
六
日
、
虎
列
刺
病
予
防
仮
規
則
の
制
定
が
あ
り
、
長
崎
県
で
も
船
舶
検
按
医
の
選
定
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
六
月
十
九
日
、
コ
レ
ラ
病
船
舶
検
按
医
一
名
増
員
に
つ
き
、
吉
田
院
長
は
県
庶
務
課
衛
生
係
に
伺
を
出
し
、
岸
川
万
太
郎
を
推
薦
し
、
六
月
二
十
日
、
発
令
し
た
。
履
歴
に
よ
れ
ば
喜
々
津
村
医
岸
川
万
太
郎
（
二
十
三
年
十
月
）
は
明
治
二
年
四
月
よ
り
明
治
七
年
五
月
ま
で
、
佐
賀
洋
法
医
太
田
精
造
に
理
化
学
及
び
解
剖
学
．
生
理
学
・
薬
剤
学
を
学
び
、
同
年
六
月
よ
り
佐
賀
医
学
校
に
寄
宿
、
翌
八
年
四
月
ま
で
ア
メ
リ
カ
人
ス
・
ン
に
従
い
、
翌
月
、
帰
郷
、
開
業
し
た
。
然
し
七
月
よ
り
兵
庫
県
神
戸
病
院
長
西
春
蔵
に
従
い
、
　
　
　
第
五
章
　
長
崎
難
学
校
十
一
月
ま
で
治
療
を
研
究
、
同
八
年
十
二
月
、
帰
郷
し
、
開
業
し
た
。
時
に
長
崎
盤
学
校
が
設
立
さ
れ
、
第
三
大
区
撰
挙
に
応
じ
、
明
治
九
年
六
月
よ
り
本
校
へ
入
学
し
た
。
受
業
の
際
、
同
十
年
三
月
よ
り
同
七
月
ま
で
長
崎
病
院
薬
局
助
勤
兼
務
看
護
長
を
仰
付
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
明
治
十
一
年
十
月
に
開
業
医
鑑
札
を
下
賜
さ
れ
、
当
時
、
本
校
に
通
学
し
、
病
理
治
療
学
を
受
講
し
て
い
る
と
い
う
。
（
「
明
治
十
二
年
教
員
医
員
学
区
取
締
辞
令
原
書
」
）
　
七
月
十
四
日
、
政
府
は
海
港
虎
列
刺
病
予
防
仮
規
則
を
制
定
し
、
同
月
二
十
一
日
、
同
規
則
を
検
疫
停
船
規
則
に
改
定
す
る
な
ど
、
明
治
十
二
年
の
コ
レ
ラ
対
策
は
社
会
安
定
の
た
め
の
急
務
で
も
あ
り
、
且
つ
適
切
な
処
置
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
長
崎
県
で
も
し
ば
し
ば
こ
の
対
策
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
た
が
、
十
月
四
日
、
長
崎
県
は
乙
第
二
六
二
号
を
以
て
「
悪
病
流
行
ノ
節
処
分
概
則
」
を
公
布
し
、
明
治
八
年
の
太
政
官
達
第
四
九
号
及
び
明
治
九
年
の
内
務
省
達
第
一
二
号
と
共
に
コ
レ
ラ
対
策
に
万
全
を
期
し
て
い
た
。
一　341一
第
五
節
　
　
コ
レ
ラ
の
大
流
行
と
教
育
令
の
発
布
　
「
長
崎
報
告
雑
誌
、
第
壱
号
」
行
）
に
次
の
記
事
が
あ
る
。
（
明
治
十
二
年
十
一
月
五
目
発
本
県
乙
第
二
百
六
十
二
号
達
十
月
四
日
悪
病
流
行
ノ
節
処
分
概
則
O
第
一
条
悪
病
流
行
ノ
節
其
流
行
ノ
緩
急
ヲ
見
計
ヒ
医
員
派
出
シ
貧
民
ヲ
治
療
セ
シ
ム
ベ
シ
但
時
機
二
因
リ
予
防
法
ノ
為
メ
係
官
員
出
張
ノ
上
直
チ
ニ
戸
長
ヲ
指
揮
ス
ル
事
ア
ル
ベ
シ
第
二
条
前
条
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
病
症
ノ
劇
易
等
当
初
当
庁
へ
届
出
ベ
シ
第
三
条
医
員
ノ
手
当
ハ
其
技
術
ノ
優
劣
二
応
シ
一
ケ
月
三
十
円
以
内
ヲ
以
テ
雇
入
勤
日
数
二
応
シ
適
宜
支
給
シ
旅
費
日
当
ハ
九
年
六
月
太
政
官
第
六
十
四
号
達
内
国
旅
費
定
則
二
照
準
支
給
ス
ヘ
シ
第
四
条
医
員
派
出
ノ
上
ハ
素
ヨ
リ
貧
民
二
限
ラ
ズ
請
求
二
応
シ
治
療
ヲ
加
フ
ベ
シ
尤
モ
其
資
力
ア
ル
者
ハ
必
ラ
ス
其
薬
価
等
納
附
セ
シ
ム
ベ
シ
第
五
条
悪
病
消
滅
二
至
ラ
ハ
派
出
医
員
ハ
勿
論
該
地
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
業
医
師
施
治
ノ
患
者
二
至
ル
迄
其
全
数
ヲ
取
調
男
女
職
業
年
齢
治
癒
死
亡
ノ
別
ヲ
詳
記
シ
症
候
経
過
及
治
療
方
予
防
法
ノ
概
略
ヲ
附
シ
勘
定
帳
一
同
差
出
ス
ベ
シ
第
六
条
貧
民
ニ
テ
薬
価
等
弁
シ
難
キ
分
ハ
用
薬
幾
日
薬
品
個
数
代
価
何
程
毎
一
人
詳
細
取
調
一
村
限
リ
帳
簿
二
記
載
差
出
ス
ヘ
シ
第
七
条
薬
価
井
医
員
給
料
其
他
救
済
二
関
ス
ル
一
切
ノ
諸
費
ハ
一
時
郡
区
役
所
二
於
テ
操
替
置
該
費
概
算
ヲ
以
テ
受
取
方
申
出
月
々
決
算
ス
ベ
シ
但
薬
価
上
納
ノ
分
ハ
別
帳
二
記
載
シ
相
納
ム
ベ
シ
○
（
参
考
、
明
治
八
年
太
政
官
四
十
九
号
達
、
九
年
内
務
省
十
二
号
達
）
更
に
十
月
二
十
二
日
に
至
り
、
コ
レ
ラ
予
防
法
を
示
し
、
届
出
制
度
を
採
用
し
て
い
る
。
　
「
長
崎
報
告
雑
誌
、
第
弐
号
」
　
（
明
治
十
二
年
十
一
月
十
二
目
発
行
）
に
次
の
記
事
が
あ
る
。
　
O
同
（
本
県
）
乙
第
二
百
七
十
四
号
〔
十
月
十
二
日
〕
虎
列
刺
病
発
起
　
　
原
因
経
過
治
療
予
防
法
ノ
概
略
届
出
ノ
件
　
同
誌
第
三
号
に
よ
れ
ば
県
達
乙
第
二
八
五
号
に
基
き
、
十
月
三
十
一
日
、
コ
レ
ラ
対
策
に
当
っ
て
い
た
検
疫
事
務
所
は
県
警
察
課
内
に
移
転
し
て
行
政
を
と
り
、
コ
レ
ラ
に
対
す
る
行
政
は
警
察
権
の
管
轄
下
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
十
一
月
十
四
日
、
コ
レ
ラ
予
防
及
び
救
治
に
際
し
て
、
職
務
柄
、
罹
患
叉
は
死
亡
し
た
者
を
調
査
（
「
長
崎
報
告
雑
誌
、
第
六
号
」
県
達
乙
第
二
九
五
号
）
し
た
県
で
は
、
コ
レ
ラ
が
漸
く
消
滅
し
た
の
で
、
十
一
月
二
十
六
日
に
至
っ
て
検
疫
事
務
所
を
廃
止
し
て
い
る
。
　
（
「
長
崎
報
告
雑
誌
、
第
七
号
」
県
達
乙
第
三
〇
二
号
）
　
な
お
、
こ
の
年
は
監
獄
医
の
整
備
が
行
わ
れ
、
梅
毒
病
院
の
人
事
移
動
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
、
長
崎
病
院
雇
医
師
の
辞
令
と
と
も
に
発
令
さ
れ
た
両
者
の
人
事
を
示
し
て
置
こ
う
。
こ
の
監
獄
医
の
制
度
は
明
治
五
年
十
一
月
に
監
獄
則
並
閲
式
が
制
定
さ
一342　一
れ
て
い
た
も
の
で
、
長
崎
に
は
江
戸
時
代
よ
り
引
続
い
て
奉
職
し
て
い
た
牢
医
が
い
た
。
　
八
月
十
一
日
、
長
崎
病
院
長
吉
田
健
康
は
長
崎
県
令
代
理
長
崎
県
書
記
官
高
橋
新
吉
に
宛
て
て
伺
書
を
出
し
た
。
そ
れ
は
監
獄
医
一
名
（
月
給
七
円
）
増
員
の
願
い
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
八
月
十
六
日
、
清
水
由
順
が
長
崎
病
院
雇
医
（
月
給
八
円
）
を
申
付
け
ら
れ
た
。
監
獄
署
か
ら
は
八
月
十
四
日
、
増
員
を
病
院
宛
て
に
照
会
し
て
来
て
い
た
。
そ
こ
で
、
十
五
日
、
吉
田
健
康
は
九
等
属
塩
山
忠
正
に
宛
て
、
監
獄
医
の
照
会
を
再
び
呈
出
し
た
。
（
「
明
治
十
二
年
教
員
医
員
学
区
取
締
辞
令
原
書
」
）
　
八
月
十
四
日
、
長
崎
看
獄
署
は
庶
務
課
に
宛
て
て
同
署
担
当
医
を
増
員
す
る
た
め
、
長
崎
病
院
に
願
出
て
い
た
が
、
適
当
な
人
が
い
な
い
か
ら
そ
の
点
、
承
知
し
て
貰
い
た
い
旨
を
伝
え
た
。
叉
、
同
年
十
二
月
三
日
に
は
長
崎
県
で
は
県
達
乙
第
三
〇
八
号
を
以
て
変
死
傷
者
の
あ
る
場
合
、
警
察
官
吏
が
検
視
を
要
す
る
際
は
、
そ
の
地
の
各
町
村
戸
長
の
立
合
を
要
す
る
こ
と
等
を
布
告
し
て
い
る
。
　
「
長
崎
報
告
雑
誌
、
第
九
号
」
　
（
明
治
十
二
年
十
二
月
廿
九
日
発
行
）
に
次
の
記
載
が
あ
る
。
　
　
　
　
第
五
章
　
長
崎
殿
学
校
　
O
同
（
本
県
）
乙
第
三
百
八
号
（
十
二
月
三
目
）
変
死
傷
者
有
之
節
警
　
　
察
官
吏
検
視
ヲ
要
ス
ル
ニ
際
シ
其
地
各
町
村
戸
長
ノ
立
会
ヲ
要
シ
叉
　
　
ハ
親
戚
朋
友
ナ
キ
者
且
他
管
轄
ノ
本
籍
不
分
明
ナ
ル
引
受
人
ナ
キ
死
　
　
傷
者
等
検
視
済
ノ
上
引
渡
候
節
ハ
差
支
ナ
キ
様
可
取
計
旨
予
テ
戸
長
　
　
へ
相
達
置
可
申
此
旨
相
達
候
此
事
　
こ
れ
よ
り
先
、
九
月
二
十
七
日
、
長
崎
梅
毒
病
院
用
度
係
熊
野
弥
平
は
脚
気
に
よ
り
辞
職
願
を
出
し
、
叉
、
翌
九
月
二
十
八
日
、
同
係
武
井
孝
三
郎
も
辞
職
願
を
出
し
た
の
で
、
武
井
孝
三
郎
の
後
任
に
元
長
崎
梅
毒
病
院
元
締
助
勤
、
西
田
峰
太
郎
（
二
十
七
才
）
が
雇
わ
れ
た
。
　
（
「
明
治
十
二
年
教
員
医
員
学
区
取
締
辞
令
原
書
」
）
　
さ
て
、
次
に
長
崎
竪
学
校
助
訓
の
辞
令
を
示
す
・
こ
と
に
し
よ
う
。
　
十
一
月
十
五
日
、
長
崎
盤
学
校
長
吉
田
健
康
は
県
令
内
海
忠
勝
代
理
高
橋
新
吉
に
宛
て
て
野
田
陶
庵
を
医
員
に
採
用
す
る
伺
を
差
出
し
た
。
野
田
は
当
時
上
京
中
で
、
吉
田
健
康
が
上
京
し
た
際
、
至
極
相
当
の
人
と
見
込
ん
で
教
員
補
（
月
給
十
五
円
）
に
雇
入
れ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
二
十
一
日
、
辞
令
が
出
さ
れ
、
野
田
陶
庵
は
長
崎
盤
学
校
助
訓
と
な
っ
た
。
　
（
「
明
治
十
二
年
医
員
教
員
学
区
取
締
辞
令
原
書
」
）
　
野
田
陶
庵
は
明
治
五
年
二
月
よ
り
七
年
十
二
月
ま
で
愛
媛
県
高
一　343一
　
　
　
　
第
五
節
　
コ
レ
ラ
の
大
流
行
と
教
育
令
の
発
布
松
病
院
で
理
化
学
・
解
剖
学
及
び
生
理
学
を
研
究
し
、
同
八
年
一
月
よ
り
十
年
三
月
ま
で
大
阪
府
病
院
で
病
理
学
・
薬
物
学
及
び
内
科
外
科
を
研
究
し
た
。
同
十
年
四
月
よ
り
十
一
月
ま
で
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
雇
医
を
勤
め
、
十
二
月
よ
り
明
治
十
一
年
三
月
ま
で
大
阪
鎮
台
病
院
雇
医
と
な
っ
た
。
同
年
四
月
よ
り
明
治
十
二
年
五
月
ま
で
は
再
び
大
阪
府
病
院
に
お
い
て
治
療
傍
観
を
な
し
、
十
二
年
六
月
よ
り
十
月
ま
で
大
阪
鎮
台
病
院
雇
医
を
勤
め
た
。
　
（
「
明
治
＋
二
年
教
員
医
員
学
区
取
締
原
書
」
）
　
従
来
、
学
問
は
士
族
以
上
の
男
子
の
専
有
で
あ
る
か
の
よ
う
な
観
を
呈
し
て
い
た
の
で
、
明
治
維
新
政
府
は
学
制
を
布
告
し
て
勧
学
に
力
め
て
来
た
。
然
し
、
フ
ラ
ン
ス
式
の
画
一
的
強
制
主
義
と
、
国
民
生
活
の
不
便
に
伴
っ
て
、
改
革
の
気
運
も
漸
く
熟
し
、
自
由
主
義
の
思
想
が
強
く
な
っ
て
来
た
。
文
部
卿
河
野
敏
鎌
の
教
育
令
改
正
案
上
奏
文
に
「
蓋
シ
此
改
正
二
当
リ
旧
法
ノ
彪
雑
ヲ
菱
リ
、
過
度
ノ
制
度
ヲ
除
ク
ニ
急
ニ
シ
テ
、
其
勢
ノ
及
ブ
所
、
往
々
放
任
ス
可
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ヲ
放
任
ス
ル
ニ
至
レ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
教
育
令
四
十
条
が
発
布
さ
れ
た
の
は
明
治
十
二
年
九
月
二
十
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
次
に
、
教
育
令
を
抄
録
し
て
置
こ
う
。
　
明
治
五
年
八
月
第
弐
百
拾
四
号
ヲ
以
テ
布
告
候
学
制
相
廃
シ
更
二
教
育
　
令
別
冊
ノ
通
相
定
候
条
此
旨
布
告
候
事
　
　
　
教
　
育
　
令
　
第
一
条
全
国
ノ
教
育
事
務
ハ
文
部
卿
之
ヲ
統
摂
ス
故
二
学
校
幼
扉
園
　
　
書
籍
館
等
ハ
公
立
私
立
ノ
別
ナ
ク
文
部
卿
ノ
監
督
内
ニ
ア
ル
ヘ
シ
　
第
二
条
　
学
校
ハ
小
学
校
中
学
校
大
学
校
師
範
学
校
専
門
学
校
其
他
各
　
　
種
ノ
学
校
ト
ス
　
第
五
条
　
大
学
校
ハ
法
学
理
学
医
学
文
学
等
ノ
専
門
諸
科
ヲ
授
ク
ル
所
　
　
ト
ス
　
第
七
条
　
専
門
学
校
ハ
専
門
一
科
ノ
学
術
ヲ
授
ク
ル
所
ト
ス
　
第
八
条
　
以
上
掲
ク
ル
所
何
ノ
学
校
ヲ
論
セ
ス
各
人
皆
之
ヲ
設
置
ス
ル
　
　
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
　
こ
の
教
育
令
は
翌
年
十
二
月
二
十
八
日
に
至
り
、
太
政
官
布
告
第
五
十
九
号
を
以
て
改
正
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
今
、
こ
れ
も
抄
録
し
て
置
こ
う
。
　
明
治
十
二
年
九
月
第
四
十
号
布
告
教
育
令
左
ノ
通
改
正
候
条
此
旨
布
告
　
候
事
　
第
一
条
　
全
国
ノ
教
育
事
務
ハ
文
部
卿
之
ヲ
統
摂
ス
故
二
学
校
幼
稚
園
　
　
書
籍
館
等
ハ
公
立
私
立
ノ
別
ナ
ク
皆
文
部
卿
ノ
監
督
内
ニ
ア
ル
ヘ
シ
　
第
二
条
　
学
校
ハ
小
学
校
中
学
校
大
学
校
師
範
学
校
専
門
学
校
農
学
校
一344一
　
　
商
業
学
校
職
工
学
校
其
他
各
種
ノ
学
校
ト
ス
　
第
五
条
　
大
学
校
ハ
法
学
理
学
医
学
文
学
ノ
専
門
諸
科
ヲ
授
ク
ル
所
ト
　
　
ス
　
第
七
条
　
専
門
学
校
ハ
専
門
一
科
ノ
学
術
ヲ
授
ク
ル
所
ト
ス
、
第
八
条
　
（
前
略
）
以
上
数
条
掲
ク
ル
所
何
ノ
学
校
ヲ
論
セ
ス
各
人
皆
　
　
之
ヲ
設
置
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
　
本
校
は
こ
の
教
育
令
で
は
専
門
学
校
の
範
疇
に
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
教
育
令
は
明
治
十
八
年
八
月
十
二
日
に
も
改
正
さ
れ
て
い
る
。
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第
五
章
　
長
崎
竪
学
校
